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平成３０年度第１回奈良市公民館運営審議会会議録 

開催日時 平成３０年７月１２日（木） 午後２時００分から午後３時３０分まで 

開催場所 奈良市役所 北棟６階 第２１会議室 

議  題 

又は 

案  件 

１ 新役員選出 

２ 平成２９年度公民館事業実施状況及び利用状況について 

３ 平成３０年度公民館事業計画について 

４ 平成２９年度公民館大会についての報告 

５ 平成３０年度公民館大会について 

６ その他 

出 席 者 

委 員 

虎 委員、今西委員、植田委員、大場委員、権藤委員（途中退席）、

杉山委員、野田委員、橋本委員、伏浦委員、八木委員 

【計１０人出席】 

（岩永委員、奥村委員は欠席） 

事務局 
教育総務部次長、生涯学習課長、生涯学習課課長補佐、生涯学習

財団理事、生涯学習財団事務局長、生涯学習財団事務局統括主任 

開催形態 公開（傍聴人０人） 

決定事項 
１ 新役員の決定 

５ 平成３０年度公民館大会参加者の承認 

担 当 課 教育総務部 生涯学習課 

議事の内容 

 

○【案件１】 新役員選出 

八木委員が会長に推薦され、承認された。 

会長が副会長に大場委員、杉山委員を指名し、承認された。 

 

○会議録の署名について 

議事に入る前に議長から今回の署名委員の指名及び確認（ 委員と今西委員）。 

 

○【案件２】 平成２９年度公民館事業実施状況及び利用状況について 資料１ 

生涯学習財団事務局 平成２９年度の公民館の利用事業について以下のとおり説明 

 公民館の事業として主に公民館主催事業と施設提供の事業の２つを

行っており、主催事業については全館で 2,057 件、人数については

64,958 人の方にご参加をいただいた。 

 公民館の利用状況（施設提供）としては、38,199件、545,346人の方に

利用いただき、合計 610,304 人の方に利用いただいた。 

 先に説明した主催事業の 2,057 件は開催回数であり、事業の件数とし
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ては 504 件となる。 

 奈良市の公民館では幅広い分野で事業を展開するための指標とし

て、０１～０７の分類を使用している。 

 別紙「特色ある事業（重点分野別）」は平成２２年度から７分類に加え、

重点５分野を設け、どの公民館でも必ず１つ以上取組む方針を出して

おり、取組方や回数は各公民館の地域性やニーズ等に応じて調整を

行っている。 

 重点５分野の「高齢者」、「男女」、「青少年」、「家庭教育」、「現代的課

題」の事業をすべての館で行うことで一定水準の事業展開を行ってい

る。 

 重点５分野のうち特色ある事業については別紙の要覧ページを参照。 

 財団全体でプロジェクトチームを組んで行っている「奈良ひとまち大

学」については、別紙「特色ある事業」の裏面を参照。 

 「奈良ひとまち大学」は市長のマニフェストの１つとして開校した事業

で、奈良の素晴らしい歴史や文化が若い世代に知られていないので

はないか、ということから、奈良に暮らす主に２０代～３０代の若い世代

に奈良の魅力を再発見する学びの場を提供している。 

  

＜ 質 問 ・ 意 見 な し ＞ 

 

 

○【案件３】 平成３０年度公民館事業計画について  資料１ 

生涯学習財団事務局 平成３０年度の公民館事業計画について以下のとおり説明 

 平成３０年度の授業件数としては 387 件、回数として 1,646 件を予定。

２９年度実施件数の 504 件から比較すると少なく感じるかもしれない

が、これは予算策定段階の件数としては例年通りの件数である。 

 事業件数については、年度末に向けて新規で取組む事業やサロンコ

ンサートのように要覧作成段階では１件の事業も自主グループの要望

等で計画段階から件数が増えることが例年ある。 

 財団全体として取組む事業として「奈良ひとまち大学」と要覧作成段階

では取組み館が決定していなかった「家庭教育サポートネットワーク支

援事業」を要覧に掲載している。 

 

【質問・意見等】 ◆：質問    ：回答 

 

委  員 

 

 

生涯学習財団事務局 

 「家庭教育サポートネットワーク支援事業」について、どういった事業

内容か。 

 

 生涯学習課からの委託事業として、生涯学習財団が受託している事

業であり、市内の地域を４つのブロックに分けて公民館運営を行って

  
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おり、その４ブロックで平成２９年から３０年の２年かけて全地域で取組

を行っている。 

 ２９年度は中部ブロックから三笠公民館、西部ブロックから登美ヶ丘公

民館が選ばれ、その２館で取組を行った。 

 ３０年度は東部で柳生公民館と興東公民館が合同で実施し、南部ブ

ロックでは南部公民館が取組館に決定した。 

 事業内容として地域で子育てをサポートすることを目的に以前から生

涯学習課の委託事業として取組んでいたが、この２年間は今、子育て

をしている方や子育て支援をしてくださっている方だけでなく、子育て

から手が離れ、子育てに関心が薄くなった方に今の子育ての現状を

知ってもらい、自分にできることを考えていただき、その後、子育てに

奮闘している方に向けて事業を開催する、という二段構えの支援事業

である。 

 三笠公民館では、いくつかのイベントを開催しながら、お母さんたちと

支援でかかわってくださっている民生児童委員さんたちとパネルディ

スカッションを行い、今の子育ての現状について学び、地域の方を巻

き込んだイベント「みんないっしょ大集合！」を開催した。 

 登美ヶ丘公民館では公民館の利用者を中心に、過渡期にある登美ヶ

丘幼稚園の現状やこども園になる過程などの現状を学び、その後、子

どもたちの発達に必要なものは何か、ということからミュージックケアに

ついて学んだ。 

 ３０年度は取組館である興東公民館と柳生公民館が同じ中学校区で

あるため、校区を一つの地域と考え、興東・柳生地域の子育ての現状

を学ぶ講座と当事者に向けての講座を開催予定。 

 同じく本年度の取組館である南部公民館では図書館のネットワークを

つなぎながら、図書館及び図書室を中心に子育てのネットワークを作

る企画を進めている。 

 

 

○【案件４】平成２９年度公民館大会についての報告 資料２ 

・第３９回全国公民館研究集会兵庫大会・第６５回近畿公民館大会 

平成29年11月30日(木)～12月1日(金) 

  報告書のとおり説明 【資料２参照】 

  

・第６５回奈良県公民館大会  

平成 29 年 9 月 2 日(金) 

  報告書のとおり説明 【資料２参照】 

  

＜ 質 問 ・ 意 見 な し ＞ 
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○【案件５】平成３０年度公民館大会について 資料３ 

第４０回全国公民館研究集会東京大会、第６６回近畿公民館大会滋賀大会、第６６回奈良県公

民館大会について詳細を説明し、大会参加者について承認された。 

＜大会参加者＞ 

大会名 開催日及び場所 参加者 

第 40 回全国公民館研究集会東京大会 

（東京都新宿区） 

平成 30 年 

11 月 1 日(木)・2 日(金) 
今西委員 

第 66 回近畿公民館大会滋賀大会 

（大津市） 

平成 30 年 

10 月 19 日(金) 
野田委員 

第 66 回奈良県公民館大会及び第 30 回奈

良県社会教育研究大会  （橿原市） 

平成 30 年 

8 月 29 日(水) 

植村委員 

奥村委員 

橋本委員 

 

＜ 権 藤 委 員 退 席 ＞ 

 

○【案件６】その他 

各委員自己紹介等 

 

資 料 

 

 

 

 

 

会議次第 

委員名簿 

平成３０年度公民館要覧及びその他事業資料 

平成２９年度公民館大会の報告資料 

平成３０年度公民館大会の資料 

 


